
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分のショットでできたディボットは必ず直しましょう。 ディボットが埋まるように満遍なく、 

 ディボットから 少し盛り上がるようにたっぷりと目土を入れます。 

 目土した部分を軽く踏んで平らにします。 

 
これで完成！ 

 

グリーン上のボール後を直します。 グリーンフォークを斜めにさす。 サイドからクレーターの中央に芝を寄せる。 

同じ作業を四方から行う。   パターで押して平にする。 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バンカーにも出入り口がありアゴの部分からは入らないようにするのがマナーです。アゴの高い場所から入ると砂が崩れる 

可能性もあるためマナー違反です。バンカーに入る時はアゴがなく一番低くなっているあたりからレーキを持って入りレーキは２,３歩後ろに置いて構いません。 

打ち終わったら入ってきた方向へレーキでならしながら戻ります。 バンカーを出る時は必ず低い場所から出ます。 

バンカーレーキの置き方にもマナーがあるのはご存知ですか？ ゴルフコースごとに決まりが異なるのですが、原則を覚えておきましょう。 

バンカーのマナー 

 

バンカーにも出入り口がある 

正しいレーキの使い方 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ピンを抜く時、指す時は、ホールの淵を傷つけない様に。 ピンを抜く時、斜めに引き抜かない。 ピンを指す時、斜めから入れない。 

●旗ざおが長いときは、片手で抜き差ししようとすると意図せずにホールの淵を傷つけてしまうことが有ります。旗ざおが長い時は注意しましょう。 

 

 

 

 

 




